
 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

「
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
」
に
関
す
る
一
考
察 

六
一 

は
じ
め
に 

  

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
近
現
代
に
お
け
る
我
が
国
と
ア
ジ
ア
近
隣
諸
国

等
と
の
関
係
に
関
わ
る
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
我
が
国
の
公
文
書
そ
の
他
の
記
録
」
1

を
「
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
」
と
位
置
づ
け
、
国
立
公
文
書
館
、
外
務
省
外
交
史
料
館
、
防

衛
省
防
衛
研
究
所
戦
史
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
公
開
し
て
き
た
。
二
〇
一
三
年
度
か
ら
は
、
上
記
三
館
以
外
が
所
蔵
す
る
ア
ジ
ア

歴
史
資
料
に
つ
い
て
も
、
目
録
情
報
を
作
成
し
て
他
機
関
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公

開
す
る
資
料
群
に
リ
ン
ク
す
る
形
で
事
業
を
拡
大
し
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
一
一
月
現

在
、
リ
ン
ク
に
よ
る
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
六
機
関
が
所
蔵
す
る
合
計
八
つ

の
資
料
群
で
、
具
体
的
に
は
、
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
「
宮
良
殿
内
文
庫
」「
矢
内

原
忠
雄
文
庫
植
民
地
関
係
資
料
」
、
滋
賀
大
学
経
済
経
営
研
究
所
所
蔵
「
旧
植
民
地
関
係

資
料
」「
石
田
記
念
文
庫
」
、
北
海
道
立
図
書
館
所
蔵
「
北
越
殖
民
社
関
係
資
料
」
、
北
海

道
立
文
書
館
所
蔵
「
開
拓
使
裁
録
」、
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
「
神
戸
開
港
文
書
」
、

大
分
大
学
経
済
学
部
教
育
研
究
支
援
室
所
蔵
「
大
分
高
商
・
経
専
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で

あ
る
。
さ
ら
に
二
〇
一
八
年
度
に
は
、
米
国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ー
ヴ
ァ
ー
研
究

所
と
も
リ
ン
ク
に
よ
る
情
報
提
供
に
向
け
た
覚
書
を
締
結
し
て
お
り
、
二
〇
一
九
年
度

中
に
、
同
研
究
所
の
「
邦
字
新
聞
デ
ジ
タ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
公
開
を
目
指
し
て

い
る
。 

 

他
機
関
が
所
蔵
す
る
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
に
関
し
て
は
、
ア
ジ
歴
ユ
ー
ザ
ー
の
利
便
性

向
上
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
形
で
、
資
料
所
在
調
査
が
行
わ
れ
て
き
た
。
日
本

国
内
の
諸
機
関
が
収
蔵
す
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
六
年
度
～
二
〇
〇
八
年
度
に

か
け
て
、所
在
情
報
お
よ
び
利
用
情
報
に
つ
い
て
大
規
模
な
調
査
を
行
い
、「
第
一
次
（
平

成
一
八
年
度
）
調
査
報
告
書
」（
二
〇
〇
八
年
）
、「
第
二
次
（
平
成
一
九
年
度
）
調
査
報

告
書
」（
二
〇
〇
九
年
）
、「
第
三
次
（
平
成
二
〇
年
度
）
調
査
報
告
書
」（
二
〇
一
一
年
）

を
ま
と
め
て
い
る
2

。
ま
た
、
海
外
機
関
が
所
蔵
す
る
資
料
に
つ
い
て
も
、
随
時
、
当

セ
ン
タ
ー
内
で
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
セ
ン
タ
ー
で
年
三
回
発
行
す
る
『
ア
ジ
歴

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
の
記
事
「
関
連
資
料
の
所
在
情
報
」
に
お
い
て
報
告
を
行
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
二
〇
一
九
年
六
月
発
行
の
第
二
九
号
で
は
、
米
国
議
会
図
書
館
、
米
国

国
立
公
文
書
記
録
管
理
院
、
国
立
航
空
宇
宙
博
物
館
、
イ
ン
ド
国
立
公
文
書
館
、
ネ
ル
ー

記
念
博
物
館
・
図
書
館
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
中
央
歴
史
文
書
館
、
中
央
近
代
文
書
館
の
所
在

資
料
を
紹
介
し
て
い
る
3

。 
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今
回
、
二
〇
一
九
年
三
月
二
〇
日
（
水
）
か
ら
二
七
日
（
水
）
ま
で
の
八
日
間
、
米

国
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー
に
出
張
に
行
っ
た
際
、
多
く
の
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
の
存
在
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
出
張
で
は
、
三
月
二
一
日
か
ら
二
四
日
ま
で
、
シ
ェ
ラ
ト

ン
・
デ
ン
バ
ー
・
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
・
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
研
究
協
会
（A

A
S

, 

A
ssociation for A

sian Studies

）
年
次
総
会
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
資
料
調
査
を
行

う
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
資
料
調
査
先
は
、（
一
）
米
国
国
立
公
文
書
記
録
管
理
院
デ
ン
バ
ー

地
域
資
料
館
（N

ational A
rchives and R

ecords A
dm

inistration, D
enver

）、（
二) 

デ

ン
バ
ー
公
共
図
書
館
中
央
図
書
館
（D

enver Public L
ibrary, C

entral L
ibrary

）、（
三
）

コ
ロ
ラ
ド
大
学
ボ
ル
ダ
ー
校
ノ
ー
リ
ン
図
書
館
（U

niversity of C
olorado B

oulder, 

N
orlin L

ibrary

）
、（
四)

コ
ロ
ラ
ド
歴
史
博
物
館
（H

istory C
olorado C

enter

）
の
計
四

か
所
で
あ
る
。 

 

本
報
告
で
は
、
上
記
機
関
が
所
蔵
す
る
資
料
の
内
容
や
所
蔵
に
至
っ
た
経
緯
な
ど
を

検
討
す
る
こ
と
で
、「
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
」
の
現
状
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
な
お
、
本

報
告
の
「
は
じ
め
に
」「
お
わ
り
に
」、
第
一
章
、
第
二
章
、
第
四
章
を
水
沢
が
、
第
三

章
を
松
浦
が
担
当
し
た
。 

  

一 

米
国
国
立
公
文
書
記
録
管
理
院
デ
ン
バ
ー
地
域
資
料
館 

  

米
国
国
立
公
文
書
記
録
管
理
院
デ
ン
バ
ー
地
域
資
料
館
で
は
、
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
地
区

の
コ
ロ
ラ
ド
州
、
モ
ン
タ
ナ
州
、
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
、
ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州
、
サ
ウ
ス

ダ
コ
タ
州
、
ユ
タ
州
、
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州
に
あ
る
連
邦
政
府
の
部
局
や
裁
判
所
で
作
成

さ
れ
た
公
文
書
を
所
蔵
し
て
い
る
。
所
蔵
資
料
に
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る

日
本
関
係
資
料
も
含
ま
れ
る
。
所
蔵
資
料
は
、
米
国
国
立
公
文
書
記
録
管
理
院
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
上
に
あ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
タ
ロ
グ
4

で
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
詳
細
検

索
画
面
で
、
資
料
の
所
蔵
場
所
を
デ
ン
バ
ー
と
指
定
す
る
と
、
同
資
料
館
の
資
料
だ
け

を
検
索
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
①
戦
時
中
に
日
系
人
が
収
容
さ
れ
た
ト
パ
ー
ズ
収
容
所

（
ユ
タ
州
）
、
ハ
ー
ト
マ
ウ
ン
テ
ン
収
容
所
（
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州
）
関
連
の
資
料
、
②
戦

後
占
領
期
に
米
太
平
洋
陸
軍
総
司
令
部
（G

H
Q

/A
FPA

C
, G

eneral H
eadquarters/U

.S
. 

A
rm

y Forces, P
acific

）
に
在
籍
し
た
科
学
者
が
収
集
し
た
と
思
わ
れ
る
、
戦
時
中
の

電
離
層
観
測
の
資
料
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。 

 

一
．
一 

日
系
人
収
容
所
関
係
資
料
5 

  

ト
パ
ー
ズ
収
容
所
（Topaz R

elocation C
enter

）
、
ハ
ー
ト
マ
ウ
ン
テ
ン
収
容
所

（H
eart M

ountain R
elocation C

enter

）
関
連
の
資
料
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
日

系
人
が
強
制
収
容
さ
れ
た
際
の
資
料
で
あ
る
。
米
国
本
土
で
は
、
一
九
四
二
年
二
月
の

大
統
領
令
九
〇
六
六
号
に
よ
り
、
米
国
の
市
民
権
を
持
つ
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

す
べ
て
の
日
系
人
が
西
海
岸
の
軍
事
ゾ
ー
ン
か
ら
の
移
住
を
命
じ
ら
れ
、
全
米
各
地
に

設
置
さ
れ
た
一
〇
か
所
の
収
容
所
へ
と
移
動
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
被
収
容

者
数
は
、
総
計
一
一
万
七
千
人
に
及
び
、
そ
の
う
ち
三
分
の
二
は
米
国
で
生
ま
れ
市
民

権
を
持
つ
人
々
だ
っ
た
。 

 

一
方
、
戦
時
下
、
米
国
で
は
労
働
力
が
不
足
し
、
特
に
給
与
水
準
の
低
い
農
業
分
野

で
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
補
う
た
め
農
業
関
係
者
が
目
を
つ
け
た
の

が
、
強
制
収
容
さ
れ
た
日
系
人
だ
っ
た
。
モ
ン
タ
ナ
州
で
は
、
テ
ン
サ
イ
栽
培
の
農
作

業
に
日
系
人
が
動
員
さ
れ
た
。
所
蔵
資
料
に
は
、
各
地
で
必
要
と
さ
れ
た
労
働
者
数
の

表
や
労
働
条
件
な
ど
を
記
し
た
メ
モ
の
ほ
か
、
テ
ン
サ
イ
畑
で
間
引
き
を
し
た
り
、
収

穫
し
た
り
す
る
日
系
人
労
働
者
の
写
真
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
写
真
か
ら
は
、
粗
末

な
農
具
で
作
業
を
行
う
日
系
人
の
様
子
が
見
て
取
れ
る
。 
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一
．
二 

戦
時
中
の
電
離
層
観
測
の
資
料
6 

  

戦
後
占
領
期
、
米
太
平
洋
陸
軍
総
司
令
部
の
軍
通
信
課
（M

ilitary C
om

m
unications 

D
ivision

）
電
波
伝
播
班
（R

adio P
ropagation S

ection

）
所
属
の
陸
軍
少
佐
デ
ー
ナ
・

ベ
ー
レ
ー
（D

ana K
. B

ailey, 

一
九
一
六
―
一
九
九
九
）
が
収
集
し
た
と
思
わ
れ
る
資

料
で
あ
る
。
ベ
ー
レ
ー
は
、
一
九
四
〇
年
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
を
卒
業
し
、
一

九
四
三
年
に
同
大
学
大
学
院
修
士
課
程
を
修
了
し
た
科
学
者
で
、
占
領
期
に
米
軍
人
と

し
て
、
日
本
の
電
離
層
観
測
に
つ
い
て
の
調
査
を
担
当
し
た
。
軍
を
離
れ
た
後
は
、
コ

ロ
ラ
ド
州
ボ
ル
ダ
ー
に
あ
っ
た
国
立
標
準
局
（N

ational B
ureau of Standards

）
中
央

電
波
研
究
所
（C

entral R
adio P

ropagation L
aboratory

）
に
勤
務
し
、
そ
の
後
、
米
国

海
洋
大
気
局
（N

O
A

A
, N

ational O
ceanic and A

tm
ospheric A

dm
inistration

）
顧
問

を
務
め
た
。 

 

資
料
は
、
国
立
標
準
局
で
レ
コ
ー
ド
グ
ル
ー
プ
一
六
七
（R

ecord G
roup 167

）
と
し

て
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
米
国
海
洋
大
気
局
で
レ
コ
ー
ド
グ
ル
ー
プ
三
七
〇

（R
ecord G

roup 370

）
と
し
て
所
蔵
さ
れ
た
後
、
二
〇
〇
七
年
一
月
に
デ
ン
バ
ー
地
域

資
料
館
に
移
管
さ
れ
た
。
占
領
下
で
作
成
も
し
く
は
接
収
さ
れ
た
文
書
等
に
関
し
て
は
、

ワ
シ
ン
ト
ン
の
米
国
国
立
公
文
書
記
録
管
理
院
本
館
や
米
国
議
会
図
書
館
な
ど
が
所
蔵

す
る
資
料
を
、
日
本
の
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
し
て
収

集
し
た
「
日
本
占
領
関
係
資
料
」
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
今
回
見
つ
か
っ
た
資
料
は
、

こ
の
日
本
占
領
関
係
資
料
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
7

。 

 

主
な
資
料
は
、
戦
時
中
に
日
本
占
領
地
域
で
行
わ
れ
た
電
離
層
観
測
の
デ
ー
タ
で
あ

る
。
電
離
層
と
は
、
大
気
の
上
層
に
あ
る
分
子
が
太
陽
か
ら
の
紫
外
線
な
ど
に
よ
り
電

離
（
イ
オ
ン
化
）
し
た
領
域
で
、
電
波
を
反
射
す
る
性
質
を
持
つ
。
日
本
軍
は
遠
距
離

通
信
と
し
て
短
波
（
波
長
の
短
い
電
波
）
を
使
用
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
を
効
率
的
に

運
用
す
る
た
め
に
、
占
領
地
に
お
け
る
電
離
層
の
状
態
を
調
べ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
電

離
層
の
高
さ
は
、
お
よ
そ
高
度
六
〇
～
八
〇
〇
㎞
で
あ
る
が
、
地
域
、
季
節
、
時
刻
に

よ
っ
て
変
化
す
る
。
ま
た
、
電
離
層
の
電
子
密
度
（
電
離
し
て
い
る
電
子
の
密
度
）
も

変
動
す
る
。
地
域
、
季
節
、
時
刻
が
変
わ
る
と
、
紫
外
線
な
ど
の
強
さ
も
変
化
す
る
か

ら
で
あ
る
。 

 

戦
時
期
の
日
本
占
領
地
域
で
の
電
離
層
観
測
や
、
占
領
期
に
お
け
る
ベ
ー
レ
ー
ら
の

活
動
に
つ
い
て
は
、
日
本
に
お
け
る
地
球
電
磁
気
学
の
歴
史
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
記

述
さ
れ
て
き
た
8

。
し
か
し
、
今
回
ま
と
ま
っ
た
形
で
新
た
な
資
料
が
見
つ
か
っ
た
こ

と
は
、
日
本
に
お
け
る
地
球
電
磁
気
学
の
歴
史
を
考
察
す
る
上
で
も
、
ま
た
、
占
領
期

に
作
成
も
し
く
は
接
収
さ
れ
た
他
分
野
の
資
料
の
行
方
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
意
義

を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。 

 

電
離
層
の
状
態
を
調
べ
る
た
め
、
戦
時
期
日
本
の
勢
力
圏
内
で
は
、
大
規
模
な
観
測

網
が
構
築
さ
れ
た
。
電
離
層
観
測
は
、
陸
軍
、
海
軍
、
文
部
省
電
波
物
理
研
究
所
、
逓

信
省
電
気
試
験
所
な
ど
で
実
施
さ
れ
た
。
電
波
物
理
研
究
所
は
、
一
九
四
一
年
三
月
に

設
置
さ
れ
た
電
波
物
理
研
究
会
を
、
一
九
四
二
年
四
月
に
発
展
的
に
改
組
し
た
も
の
で
、

同
年
四
月
七
日
公
布
の
官
制
に
よ
れ
ば
、
電
波
物
理
の
研
究
を
掌
り
、
電
波
物
理
の
研

究
の
連
絡
、
統
一
及
び
促
進
を
図
る
機
関
で
あ
っ
た
9

。
電
波
物
理
研
究
所
で
は
、
ア

ジ
ア
の
広
範
な
地
域
で
電
波
通
信
や
放
送
を
行
う
た
め
、
日
本
の
勢
力
圏
内
に
多
数
の

観
測
所
を
設
け
、
電
離
層
の
観
測
を
行
っ
た
。 

 

当
初
、
研
究
官
一
〇
人
、
研
究
官
補
二
〇
人
だ
っ
た
電
波
物
理
研
究
所
の
定
員
は
、

一
九
四
三
年
八
月
二
〇
日
の
電
波
物
理
研
究
所
官
制
改
正
に
よ
り
、
研
究
官
二
一
人
、

研
究
官
補
三
〇
人
へ
と
増
員
さ
れ
た
。
官
制
改
正
の
際
に
は
、
増
員
の
理
由
を
以
下
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。 

 
大
東
亜
戦
争
ノ
進
展
ニ
伴
ヒ
大
東
亜
ノ
広
汎
ナ
ル
地
域
ニ
於
テ
軍
ノ
作
戦
行
動
ヲ

円
滑
敏
速
ナ
ラ
シ
メ
且
現
地
建
設
工
作
等
ヲ
シ
テ
遺
憾
ナ
カ
ラ
シ
ム
ル
為
ニ
ハ
電
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波
通
信
及
放
送
ヲ
高
度
ニ
利
用
ス
ル
ノ
緊
切
ナ
ル
コ
ト
言
ヲ
俟
タ
ズ 

然
ル
二
此

ノ
区
域
ニ
於
ケ
ル
電
波
通
信
及
放
送
ノ
現
状
ハ
随
所
速
達
ノ
万
全
ヲ
期
待
シ
得
ザ

ル
憾
ミ
尠
カ
ラ
ズ 

大
東
亜
圏
内
各
地
ニ
電
波
観
測
網
ヲ
設
ケ
テ
観
測
並
ニ
研
究

ノ
飛
躍
的
進
展
ヲ
図
ル
ハ
刻
下
喫
緊
ノ
要
務
ナ
リ
而
シ
テ
本
観
測
ノ
成
果
ハ
可
及

的
多
数
ノ
観
測
地
点
ニ
於
ケ
ル
観
測
資
料
ヲ
総
合
的
ニ
整
理
研
究
ス
ル
コ
ト
ニ
ヨ

リ
大
ナ
ル
価
値
ヲ
発
揮
シ
大
東
亜
圏
内
ニ
於
ケ
ル
電
波
通
信
及
放
送
ニ
対
シ
随
所

必
達
の
鍵
ヲ
与
フ
ル
モ
ノ
ナ
リ 

今
ヤ
現
下
ノ
事
態
ハ
之
ガ
急
速
実
施
ヲ
必
要
ト

ス
ル
ニ
至
レ
ル
ヲ
以
テ
電
波
物
理
研
究
所
ニ
於
テ
ハ
海
軍
ノ
緊
急
ナ
ル
要
求
ニ
モ

応
ジ
玆
ニ
大
東
亜
各
地
ニ
於
テ
電
波
観
測
ヲ
開
始
シ
其
ノ
観
測
資
料
ヲ
総
合
的
ニ

処
理
セ
ン
ガ
為
左
ノ
如
ク
職
員
ノ
増
員
ス
ル
ヲ
要
ス
10

。 

  

戦
時
中
、
東
南
ア
ジ
ア
の
広
範
な
地
域
に
お
い
て
、
軍
の
作
戦
行
動
を
円
滑
に
行
う

と
と
も
に
、
各
地
域
の
占
領
統
治
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
勢
力
圏
内
に
電
波
観
測

網
を
設
け
て
、
電
波
通
信
お
よ
び
放
送
を
高
度
に
利
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。 

 

終
戦
後
、
日
本
の
科
学
技
術
動
員
を
調
査
し
た
米
軍
は
、
日
本
の
戦
時
研
究
は
全
般

的
に
失
敗
で
あ
っ
た
と
見
な
し
た
が
、
電
離
層
観
測
に
つ
い
て
は
、
例
外
的
に
高
い
評

価
を
与
え
た
。
こ
の
た
め
戦
後
日
本
で
は
、
原
子
力
、
レ
ー
ダ
ー
、
航
空
機
な
ど
の
研

究
が
禁
止
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
電
離
層
観
測
は
、
占
領
軍
か
ら
継
続
し
て
実
施

す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
11

。
米
太
平
洋
陸
軍
総
司
令
部
で
は
、
戦
時
中
の
日
本
で
行
わ

れ
た
観
測
デ
ー
タ
を
ま
と
め
て
、
一
九
四
六
年
に
報
告
書
を
発
行
し
た
12

。
ま
た
ベ
ー

レ
ー
は
、
一
九
四
八
年
、
日
本
の
戦
時
期
の
観
測
デ
ー
タ
と
そ
の
他
の
デ
ー
タ
を
結
合

し
て
、
電
離
層
の
経
度
に
よ
る
変
化
を
論
じ
る
学
術
論
文
を
、
個
人
と
し
て
執
筆
し
て

い
る
13

。 

 

観
測
デ
ー
タ
を
記
載
し
た
用
紙
に
は
、
陸
軍
、
海
軍
、
文
部
省
電
波
物
理
研
究
所
、

逓
信
省
電
気
試
験
所
の
用
箋
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
語
の
記
述
に
加
え
て
、

後
か
ら
英
語
の
説
明
文
が
追
記
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、「
電
離
層
最
低
層
高
」
と
の
表

記
に
は
「M

inim
um

 H
eight of Ionosphere

」、
「
昭
和
20
年
７
月
11
日
―
12
日
」
に

は
「Jul.11st

～12nd 1945

」、
「
空
襲
警
報
」
に
は
「non O

bservation

［
観
察
デ
ー
タ

な
し
、
筆
者
注
］
」
と
英
語
表
記
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
陸
海
軍
や
電
波
物
理
研
究
所
な

ど
に
お
い
て
日
本
語
で
ま
と
め
ら
れ
た
観
測
デ
ー
タ
を
、
英
語
読
者
で
も
理
解
で
き
る

よ
う
に
、
事
後
的
に
加
工
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

資
料
の
中
に
は
、
観
測
デ
ー
タ
の
他
に
も
、
戦
前
に
電
波
観
測
に
関
す
る
研
究
報
告

な
ど
を
日
本
軍
内
で
ま
と
め
た
参
考
資
料
綴
（
日
本
語
資
料
）
や
、
戦
後
に
米
軍
内
で

作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
観
測
所
の
リ
ス
ト
（
英
語
資
料
）
な
ど
が
あ
る
。
観
測
所
リ

ス
ト
の
内
容
（
筆
者
が
日
本
語
訳
し
た
も
の
）
は
【
表
１
】
の
通
り
で
あ
る
。
リ
ス
ト

の
大
部
分
は
タ
イ
プ
打
ち
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
リ
ス
ト
作
成
時
点
で
の
統
治
国
に
つ
い

て
は
手
書
き
で
記
入
さ
れ
て
い
る
。
リ
ス
ト
作
成
時
、
ど
の
国
が
観
測
拠
点
を
統
治
し
、

観
測
デ
ー
タ
等
を
入
手
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
、
米
軍
が
関
心
を
持
っ
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

ま
た
所
蔵
資
料
に
は
、
戦
後
占
領
期
に
米
軍
内
で
作
成
さ
れ
た
二
つ
の
連
絡
メ
モ
（
英

語
資
料
）
も
含
ま
れ
て
い
る
。
メ
モ
か
ら
は
、
戦
時
中
に
日
本
が
ど
の
よ
う
に
電
離
層

観
測
を
実
施
し
軍
事
的
に
活
用
し
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
戦
後
米
軍
が
日
本
の
電

離
層
観
測
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
た
の
か
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
目

の
メ
モ
は
、
一
九
四
五
年
一
二
月
二
五
日
付
け
で
、
ベ
ー
レ
ー
が
通
信
長
（T

he C
hief 

S
ignal O

fficer

）
宛
て
に
書
い
た
、
東
南
ア
ジ
ア
で
の
日
本
の
電
離
層
観
測
に
関
す
る

覚
書
の
草
案
で
あ
る
。
メ
モ
の
内
容
（
筆
者
が
日
本
語
訳
し
た
も
の
）
は
下
記
の
通
り

で
あ
る
。 
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［現在の統治国］ 位 置 地 域 管 理 者 緯 度 経 度 

  幌筵 クリル諸島 海軍 50.5N 156.0E 

ソ連  チチハル 満洲国 陸軍 47.2N 123.8E 

  豊原 樺太 文部省 46.8N 143.0E 

  平磯 茨城県 逓信省  

米国  東京  文部省  

  平塚 神奈川県 海軍  

中国  漢口 中国 文部省 30.6N 114.2E 

米国  沖縄 沖縄県 文部省  

中国？ママ  台南 台湾 文部省  

中国？ママ  三亜 海南島 海軍 19.3N 110.7E 

英国  ラングーン ビルマ 陸軍 18.2N 97.5E 

  マニラ フィリピン 陸軍 14.6N 121.0E 

米国  パラオ パラオ諸島 海軍 7.5N 134.2E 

  クェゼリン マーシャル諸島 海軍 8.8N 167.4E 

英国  ペナン マレーシア 海軍 5.5Sママ 100.5E 

英国  シンガポール  陸軍 1.3Sママ 103.9E 

オランダ  マカッサル セレベス 海軍 4.6S 119.0E 

オランダ  バンドン ジャワ 陸軍 7.0S 107.7E 

      

（1）空欄は原資料に記載がないことを示す。 

（2）「現在の統治国」との記載は、筆者が追記したもの。原資料では、枠外に国名のみが記載されている。 

（3）「現在の統治国」の「中国？」は、原資料では「China?」と記載されている。 

 

一
．
南
方
の
日
本
陸
軍
は
四
つ
の
拠
点
を
運
用
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

東
京
で
行
わ
れ
た
調
査
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
拠
点
で
の
下
記
デ
ー
タ
の
所
在
が

判
明
し
て
い
る
。 

    表１ 電離層観測所リスト 

 

 

拠点 概要データ 詳細データ 不明データ 

ラングーン 

1943年６月21日 

 ～1944年11月20日

（1944年５月を除く）

1943年６月、 

1943年10月 

 ～1944年４月 

 1944年５月 

  ～1945年２月 

マニラ 
1944年３月15日～ 

1944年11月20日 
なし 

 1944年３月15日 

  ～1944年12月 

シンガポール 

1943年３月１日 

 ～1944年11月20日

（1944年５月を除く）

1943年２月26日 

 ～1943年９月30日

 1943年10月１日 

  ～1945年９月 

バンドン 

1943年３月１日 

 ～1944年11月20日

（1944年５月を除く）

1943年５月10日 

 ～1944年４月30日

 1944年５月１日 

  ～1945年９月 
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二
．
総
司
令
部
経
済
科
学
局
科
学
技
術
課
（E

conom
ic and S

cientific S
ection

）

の
ピ
ザ
ー
中
佐
（A

. G
. P

ither, 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
空
軍
）
を
通
し
て
、
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
ル
中
佐
（T. J. G

lanville, 

英
海
軍
）
か
ら
以
下
の
情
報
を
得
た
。
日
本
の

観
測
拠
点
の
指
揮
者
だ
っ
た
民
間
人
技
師
の
上
田
弘
之
［
電
波
物
理
研
究
所
、

筆
者
注
］
が
サ
イ
ゴ
ン
近
郊
で
収
容
さ
れ
た
。
英
空
軍
の
レ
ー
ダ
ー
妨
害
班

（R
C

M
 S

ection
）
で
は
、
日
本
の
電
離
層
観
測
に
関
す
る
部
分
的
な
調
査
が
行

わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

三
．
ピ
ザ
ー
中
佐
お
よ
び
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
中
佐
と
議
論
し
た
結
果
、
以
下
を
提
案

す
る
。 

ａ
．
調
査
お
よ
び
日
本
で
の
観
測
再
開
（
一
九
四
四
年
一
〇
月
一
〇
日
の
指
令
Ａ

Ｇ
六
七
六
．
三
号
）
14

へ
の
援
助
の
た
め
に
、
上
田
氏
が
必
要
な
の
で
、
大
筋

以
下
の
よ
う
な
電
報
を
、
連
合
国
最
高
司
令
官
か
ら
英
軍
東
南
ア
ジ
ア
総
司
令

部
に
送
る
べ
き
で
あ
る
。「
サ
イ
ゴ
ン
近
郊
の
都
市
ト
ゥ
ー
ザ
ウ
モ
ッ
ト
で
救
護

さ
れ
て
い
る
上
田
弘
之
を
東
京
に
移
送
す
る
た
め
船
舶
の
手
配
を
求
め
る
」
。 

ｂ
．
日
本
国
内
で
は
入
手
で
き
な
い
南
方
の
拠
点
で
の
大
量
の
重
要
デ
ー
タ
（
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
約
二
年
間
分
）
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
英

空
軍
レ
ー
ダ
ー
妨
害
班
の
人
々
が
日
本
の
電
離
層
観
測
に
関
心
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
考
慮
し
て
、
レ
ー
ダ
ー
妨
害
班
の
人
々
と
調
査
結
果
に
つ
い
て
協
議
す

る
と
と
も
に
、
失
わ
れ
た
デ
ー
タ
を
探
求
す
る
た
め
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の

短
い
Ｔ
Ｄ
［Technical D

iscussion

（
技
術
的
協
議
）
の
意
味
か
、
筆
者
注
］

を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
以
下
の
電
報
を
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
か
ら
英
軍

東
南
ア
ジ
ア
総
司
令
部
に
送
る
こ
と
を
提
案
す
る
。「
東
南
ア
ジ
ア
で
の
日
本
の

電
離
層
活
動
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
、
ベ
ー
レ
ー
少
佐
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
司

令
部
へ
の
訪
問
の
許
可
を
求
め
る
。
ベ
ー
レ
ー
少
佐
は
日
本
の
電
離
層
観
測
に

関
す
る
包
括
的
な
報
告
を
準
備
中
で
あ
る
」
。 

 

こ
の
メ
モ
か
ら
は
、(

一)

英
空
軍
に
お
い
て
も
日
本
の
電
離
層
観
測
に
関
す
る
調
査

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、(

二)

米
国
と
英
国
の
間
で
日
本
の
電
離
層
観
測
に
関
す
る
情

報
交
換
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、(

三)

ベ
ー
レ
ー
が
電
離
層
観
測
の
調
査
お
よ
び
再
開

支
援
の
た
め
、
関
係
者
の
日
本
国
内
へ
の
移
送
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
、(

四)

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
訪
問
調
査
を
希
望
す
る
ほ
ど
ベ
ー
レ
ー
が
日
本
の
電
離
層
観
測
を

高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
、
な
ど
が
分
か
る
。 

 

南
方
の
日
本
陸
軍
の
観
測
デ
ー
タ
に
関
し
て
は
、
ア
ジ
歴
公
開
資
料
の
な
か
に
関
連

資
料
「
南
方
軍
通
信
隊
戦
史
資
料 

昭
21
．
8
」
15

が
存
在
す
る
。
戦
時
中
の
南
方
軍

通
信
隊
の
活
動
を
、
一
九
四
六
年
八
月
に
な
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
、
「
第
11
章 

南

方
軍
通
信
隊
の
行
動 

其
の
６
」
に
は
、
一
九
四
五
年
一
一
月
、
サ
イ
ゴ
ン
に
お
い
て
、

英
軍
ダ
グ
ラ
ス
少
佐
に
対
し
電
離
層
観
測
の
デ
ー
タ
を
一
括
し
て
手
交
し
た
と
記
さ
れ

て
い
る
16

。
な
お
、
上
記
の
メ
モ
に
名
前
の
出
て
い
る
上
田
弘
之
は
、
一
九
四
六
年
五

月
に
筆
写
し
た
観
測
デ
ー
タ
を
持
っ
て
日
本
に
帰
国
し
、
ベ
ー
レ
ー
に
観
測
デ
ー
タ
を

渡
し
て
い
る
17

。 

 

二
つ
目
の
連
絡
メ
モ
は
、
一
九
四
六
年
四
月
一
〇
日
に
作
成
さ
れ
た
、
信
号
隊
無
線

班
（S

ignal C
orps, R

adio S
ection

）
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
キ
ル
ビ
ー
（R

ichard C
. K

irby, 

陸
軍
中
尉
）
か
ら
、
ベ
ー
レ
ー
へ
送
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
メ
モ
の
内
容
は
、
極
東

空
軍
前
方
部
隊
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ル
ド
（W

illiam
 L

. H
artsfield, 

陸
軍

少
佐
）
と
キ
ル
ビ
ー
が
、
日
本
人
の
技
術
者
ら
と
面
談
し
た
際
の
記
録
を
ま
と
め
た
覚

書
で
あ
る
。
面
談
は
、
一
九
四
五
年
一
二
月
六
日
に
、
東
京
丸
の
内
の
連
合
国
軍
最
高

司
令
官
総
司
令
部
（
現
在
の
明
治
生
命
館
）
で
行
わ
れ
た
。
面
談
対
象
者
は
、
前
田
憲

一
（
電
波
物
理
研
究
所
所
長
代
理
）
、
新
川
浩
（
電
波
物
理
研
究
所
）、
新
妻
清
一
（
第

一
復
員
省
、
元
陸
軍
中
佐
）
、
平
岡
与
一
郎
（
第
一
復
員
省
、
元
陸
軍
中
佐
）
で
あ
っ
た
。

覚
書
の
目
次
（
筆
者
が
日
本
語
訳
し
た
も
の
）
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

「
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
」
に
関
す
る
一
考
察 

六
七 

一
．
レ
ポ
ー
ト
題
目
「
日
本
の
電
離
層
観
測
の
軍
事
無
線
通
信
へ
の
応
用
」 

二
．
情
報
源
［
面
談
対
象
者
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
の
氏
名
お
よ
び
肩
書
き
な
ど
、

筆
者
注
］ 

三
．
観
測
お
よ
び
応
用
の
沿
革 

四
．
予
測
方
式 

五
．
予
測
の
使
用
法 

  

「
五
．
予
測
の
使
用
法
」
で
は
、(
ａ)

海
軍
、(

ｂ)

陸
軍
、(

ｃ)

航
空
隊
に
分
け
て
、

電
離
層
観
測
に
基
づ
く
予
測
が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
た
の
か
を
ま
と
め
て
い
る
。

そ
の
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 

ａ
．
海
軍
で
は
、
軍
艦
や
作
戦
ご
と
に
周
波
数
帯
を
配
分
し
て
お
り
、
運
用
す
る

周
波
数
の
初
期
値
は
、
電
離
層
予
測
に
基
づ
い
て
い
た
。 

ｂ
．
陸
軍
で
は
、
す
べ
て
の
周
波
数
の
配
分
は
、
電
離
層
予
測
に
基
づ
い
て
お
り
、

無
線
周
波
ス
ペ
ク
ト
ル
上
の
利
用
可
能
な
周
波
数
帯
に
合
致
し
て
い
た
。
少

佐
あ
る
い
は
大
尉
ク
ラ
ス
の
技
術
士
官
が
司
令
部
に
配
属
さ
れ
、
配
下
の
部

隊
へ
の
周
波
数
配
分
を
担
っ
て
い
た
。
配
下
の
部
隊
に
お
い
て
も
、
運
用
す

る
周
波
数
の
初
期
値
は
、
予
測
に
基
づ
い
て
お
り
、
実
際
の
状
況
に
応
じ
て

周
波
数
を
変
更
し
た
。 

ｃ
．
航
空
隊
の
代
表
者
は
出
席
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
航
空
隊
で
は
、
電
離
層
予

測
の
受
容
に
つ
い
て
、
陸
海
軍
以
上
に
熱
心
だ
っ
た
と
分
か
っ
た
。 

  

こ
の
メ
モ
か
ら
は
、(

一)

極
東
空
軍
前
方
部
隊
が
、
戦
時
中
に
お
け
る
電
離
層
観
測

の
軍
事
無
線
通
信
へ
の
応
用
に
つ
い
て
、
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、(

二)

太
平
洋
陸

軍
総
司
令
部
軍
通
信
課
と
極
東
空
軍
前
方
部
隊
の
間
で
情
報
交
換
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
、
な
ど
が
わ
か
る
。 

 

一
二
月
六
日
の
面
談
に
関
し
て
は
、
ア
ジ
歴
公
開
資
料
の
な
か
に
関
連
資
料
「
昭
和

20
年
11
月
30
日 

軍
務
課 

新
妻
中
佐
等
出
頭
要
求
の
件
」
18

が
存
在
す
る
。
こ
の

資
料
は
、
戦
後
、
旧
陸
海
軍
と
占
領
軍
と
の
連
絡
活
動
を
行
っ
た
通
称
「
有
末
機
関
」

（
元
陸
軍
中
将
の
有
末
精
三
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
組
織
）
が
作
成
し
た
も
の
で
、
一
二

月
六
日
の
面
談
に
向
け
て
、
一
一
月
三
〇
日
付
け
で
、
ハ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
新
妻

清
一
ら
に
出
頭
要
求
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
資
料
内
容
は
下
記
の
通
り
で
あ

る
。 

 

陸
連
報
第
四
九
四
号 

発
本
田
大
佐 

受
完
倉
少
佐 

時
間
一
一
五
〇 

担
任
完

倉
少
佐 

昭
和
二
〇
、
一
一
、
三
〇 

軍
務
課 

主
担
任
課
（
軍
事
課
一
一
五
五

新
妻
中
佐
ニ
伝
達
済
）
新
妻
中
佐
等
出
頭
要
求
ノ
件 

○
極
東
空
軍
「
ハ
ー
ツ
フ

イ
ー
ル
ド
」
少
佐 

○
新
妻
中
佐 

○
六
日
〇
九
〇
〇 

六
二
一
号
室 

○
電
波

伝
播
ニ
関
ス
ル
電
離
層
ノ
資
料
及
其
ノ
実
際
的
用
法
ニ
精
通
セ
ル
モ
ノ
竝
此
ノ
資

料
カ
周
波
数
ノ
決
定
ニ
如
何
ナ
ル
程
度
ニ
利
用
セ
ラ
レ
タ
ル
ヤ
ニ
関
シ
承
知
シ
ア

ル
者
同
行
ノ
コ
ト 

為
シ
得
レ
ハ
日
本
南
方
軍
ニ
ヨ
リ
実
際
ニ
使
用
セ
ラ
レ
タ
ル

資
料
ノ
準
備
ニ
関
シ
承
知
シ
ア
ル
者
ヲ
同
行
セ
ラ
レ
度 

  

以
上
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
電
離
層
観
測
に
関
す
る
上
記
資
料
群
は
、
ア
ジ
歴
公
開

資
料
と
相
互
補
完
の
関
係
を
持
っ
て
お
り
、
戦
時
中
の
日
本
に
よ
る
観
測
活
動
や
、
電

離
層
観
測
に
関
す
る
戦
後
の
占
領
軍
の
動
き
を
分
析
す
る
上
で
役
立
つ
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
所
在
の
明
ら
か
と
な
っ
て
い
た
日
本
占
領
関
係
資
料
と
は
異

な
る
来
歴
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
電
離
層
観
測
以
外
の
分
野
に
お
け
る
占
領
軍
関

係
の
資
料
の
行
方
を
考
え
る
上
で
も
、
重
要
な
意
義
を
持
つ
資
料
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

「
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
」
に
関
す
る
一
考
察 

六
八 

二 

デ
ン
バ
ー
公
共
図
書
館
中
央
図
書
館 

  

一
八
八
九
年
創
設
の
デ
ン
バ
ー
公
共
図
書
館
は
、
中
央
図
書
館
の
ほ
か
、
ア
フ
リ
カ

系
ア
メ
リ
カ
人
研
究
図
書
館
お
よ
び
二
四
の
支
部
図
書
館
か
ら
な
る
。
市
民
向
け
の
公

共
図
書
館
だ
が
、
書
籍
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
に
関
わ
る
様
々
な
歴
史
資
料
も
所
蔵
し

て
い
る
。
所
蔵
資
料
は
、
同
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
あ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
タ
ロ
グ
19

で

検
索
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
資
料
形
態
と
し
て
「
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
」
を
選
ぶ
と
、

一
次
資
料
に
つ
い
て
検
索
で
き
る
。
移
民
の
多
い
ア
メ
リ
カ
社
会
で
は
、
日
系
ア
メ
リ

カ
人
に
関
す
る
資
料
も
、
地
域
の
歴
史
資
料
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
お
り
、
中
央
図
書
館

の
「
西
部
の
歴
史
と
系
譜
（W

estern H
istory and G

enealogy

）
」
部
門
の
所
蔵
資
料
に

は
、
デ
ン
バ
ー
在
住
の
日
系
人
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
書
簡
、
写
真
、
日
記
、
新
聞
雑
誌
な

ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
今
回
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
以
下
の
三
点
を
紹

介
す
る
。 

 

①
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ビ
ル
・
ホ
ソ
カ
ワ
（B

ill H
osokaw

a, 

一

九
一
五
―
二
〇
〇
七
）
が
所
蔵
し
て
い
た
文
書
20

。
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
を
専
攻
し
た
ビ
ル
・
ホ
ソ
カ
ワ
は
、
一
九
三
七
年
に
大
学
を
卒
業
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
渡
っ
て
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ヘ
ラ
ル
ド
」
で
働
い
た
後
、
中
国
で
「
上
海
タ
イ
ム

ス
」
の
レ
ポ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。
一
九
四
一
年
一
〇
月
に
米
国
に
帰
国
、
太
平
洋
戦
争

中
は
、
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州
の
ハ
ー
ト
マ
ウ
ン
テ
ン
収
容
所
に
収
容
さ
れ
、
所
内
新
聞

「
ハ
ー
ト
ハ
ウ
ン
テ
ン
・
セ
ン
チ
ネ
ル
（H

eart M
ountain S

entinel

）
」
の
編
集
を
行
っ

た
。
戦
後
は
、「
デ
ン
バ
ー
ポ
ス
ト
」
で
三
八
年
間
編
集
に
携
わ
る
と
と
も
に
、
日
系
ア

メ
リ
カ
人
に
つ
い
て
の
数
多
く
の
本
を
出
版
し
た
。
所
蔵
資
料
は
、
文
書
、
手
紙
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
写
真
、
視
聴
覚
資
料
な
ど
雑
多
で
、
分
量
は
三
〇
箱
に
お
よ
ぶ
。
戦
後
に
作
成

さ
れ
た
も
の
が
中
心
だ
が
、
一
部
戦
前
や
戦
時
中
の
も
の
を
含
ん
で
い
る
。
戦
後
の
資

料
の
な
か
に
は
、
日
本
の
名
誉
総
領
事
を
勤
め
た
関
係
で
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
在
米
日
本

大
使
館
か
ら
、
日
系
人
の
人
口
調
査
や
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
訪
米
に
対
す
る
協
力
を
要

請
さ
れ
た
際
の
資
料
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。 

 

②
大
角
岑
生
（
海
軍
大
将
）
の
デ
ン
バ
ー
在
住
の
親
族
、
デ
イ
ジ
ー
大
角
（D

aisy 

O
sum

i

）
が
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
一
九
四
一
―
一
九
四
二
年
に
記
し
た
日
記
（
英
語

資
料
）
21

。
大
角
岑
生
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
、
犬
養
毅
内
閣
、
斎
藤
実
内
閣
、
岡
田

啓
介
内
閣
で
海
軍
大
臣
を
務
め
、
一
九
四
一
年
二
月
五
日
、
視
察
先
の
中
国
広
州
近
郊

で
墜
落
死
し
た
軍
人
で
あ
る
。
大
角
岑
生
の
従
兄
弟
ハ
リ
ー
大
角
と
結
婚
し
た
の
が
、

デ
イ
ジ
ー
大
角
で
、
デ
イ
ジ
ー
と
夫
の
ハ
リ
ー
は
、
戦
時
中
、
デ
ン
バ
ー
で
宝
石
時
計

修
理
店
を
営
ん
で
い
た
。
日
記
で
は
、
戦
中
の
生
活
状
況
や
心
境
が
綴
ら
れ
て
お
り
、

例
え
ば
、
太
平
洋
戦
争
が
開
戦
し
た
一
九
四
一
年
一
二
月
七
日
の
日
記
に
は
「
あ
あ
、

な
ん
て
日
な
の
、
日
本
が
私
た
ち
に
宣
戦
布
告
し
た
。
米
国
に
住
ん
で
い
る
私
た
ち
に

と
っ
て
は
本
当
に
ひ
ど
い
状
況
だ
［
筆
者
訳
］
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

③
一
九
六
二
年
に
デ
ン
バ
ー
で
創
刊
さ
れ
た
日
系
人
向
け
の
新
聞
「R

ocky 

M
ountain journal

［
継
続
前
誌
］/R

ocky M
ountain Jiho

［
継
続
後
誌
］
」。
英
語
お
よ

び
日
本
語
で
書
か
れ
た
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
週
刊
紙
で
、
一
頁
目
か
ら
は
英
語
で
記
事
が
書

か
れ
て
お
り
、
最
終
面
の
八
頁
目
か
ら
は
、
日
本
語
で
記
事
が
書
か
れ
て
い
る
。
創
刊

号
か
ら
収
蔵
。 

  

三 

コ
ロ
ラ
ド
大
学
ボ
ル
ダ
ー
校
ノ
ー
リ
ン
図
書
館 

  
コ
ロ
ラ
ド
大
学
ボ
ル
ダ
ー
校
ノ
ー
リ
ン
図
書
館
で
は
、
海
軍
日
本
語
学
校
（U

S
 N

avy 

Japanese L
anguage S

chool

）
に
関
す
る
資
料
を
収
集
・
保
存
す
る
ア
ー
カ
イ
ヴ
ァ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。
海
軍
日
本
語
学
校
と
は
、
一
九
四
二
年
か
ら
一
九

四
六
年
ま
で
ボ
ル
ダ
ー
校
に
置
か
れ
て
い
た
日
本
語
教
育
コ
ー
ス
で
あ
る
。
資
料
の
紹



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

「
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
」
に
関
す
る
一
考
察 

六
九 

介
に
入
る
前
に
、
海
軍
日
本
語
学
校
と
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
簡

単
に
確
認
し
て
お
き
た
い
22

。 

 

海
軍
日
本
語
学
校
は
、
当
時
不
足
し
て
い
た
日
本
語
能
力
を
も
つ
人
材
の
育
成
の
た

め
に
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
が
一
九
四
一
年
に
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
と

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
設
置
し
た
日
本
語
教
育
コ
ー
ス
が
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
両
校
に
は

各
地
か
ら
優
秀
な
学
生
が
集
め
ら
れ
、
日
系
人
教
師
（
先
生S

ensei

）
に
よ
っ
て
日
本

語
の
専
門
教
育
が
行
わ
れ
た
。
間
も
な
く
日
本
の
真
珠
湾
攻
撃
に
よ
り
大
統
領
令
九
〇

六
六
号
が
発
令
さ
れ
る
と
、
太
平
洋
沿
岸
に
い
る
日
系
人
が
内
陸
部
に
移
動
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
日
系
人
教
師
を
擁
す
る
本
コ
ー
ス
も
コ
ロ
ラ
ド
大
学
ボ
ル
ダ
ー
校
に
移
転

さ
れ
た
。
一
九
四
四
年
に
は
海
軍
東
洋
言
語
学
校
（U

S
 N

avy O
riental L

anguage 

S
chool

）
に
改
称
さ
れ
、
中
国
語
や
マ
レ
ー
語
な
ど
も
加
わ
っ
た
23

。
こ
こ
で
高
度
な

ア
ジ
ア
言
語
能
力
を
身
に
着
け
た
学
生
た
ち
は
、
卒
業
後
は
真
珠
湾
に
送
ら
れ
、
主
に

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
（Joint Intelligence C

enter, P
acific O

cean A
reas, 

太
平
洋
方
面
統
合

情
報
局
）
や
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
（A

llied T
ranslator and Interpreter Section, 

連
合
国
翻
訳
通

訳
部
）
に
配
属
と
な
り
、
鹵
獲
し
た
資
料
の
翻
訳
や
捕
虜
の
尋
問
と
い
っ
た
任
務
に
あ

た
っ
た
の
で
あ
る
24

。 

 

日
本
の
敗
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
は
日
本
の
旧
陸
海

軍
な
ど
が
保
有
す
る
図
書
や
文
書
な
ど
資
料
の
接
収
を
開
始
し
た
。
接
収
作
業
は
、
Ｗ

Ｄ
Ｃ
（W

ashington D
ocum

ent C
enter, 

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
）

に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
、
東
京
王
子
の
旧
陸
軍
造
兵
廠
に
集
め
ら
れ
た
資
料
は
、
Ａ
Ｔ
Ｉ

Ｓ
に
よ
っ
て
題
名
の
英
訳
や
要
旨
が
付
け
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
送
付
さ
れ
た
25

。
ア
メ

リ
カ
に
到
着
し
た
資
料
は
Ｌ
Ｃ
（L

ibrary of C
ongress, 

米
国
議
会
図
書
館
）
で
保
管

さ
れ
、
そ
の
目
録
作
成
の
た
め
に
海
軍
日
本
語
学
校
の
卒
業
生
な
ど
が
派
遣
さ
れ
た
の

で
あ
る
26

。 

 

彼
ら
の
任
務
の
痕
跡
は
、
国
立
公
文
書
館
の
資
料
に
も
残
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

国
立
公
文
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
資
料
に
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
返
還
さ
れ
た
公
文
書

が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て
接
収
さ
れ
、
Ｌ
Ｃ
に
長
ら
く
保
管
さ
れ
て

い
た
が
、
一
九
七
三
年
に
日
本
へ
の
返
還
が
発
表
さ
れ
、
翌
年
に
国
立
公
文
書
館
に
搬

入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
27

。
現
在
そ
れ
ら
は
、
旧
陸
海
軍
関
係
（
返
赤
）、
内
務
省
等
関

係
（
返
青
）
と
し
て
編
成
さ
れ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
も
公
開
さ
れ

て
い
る
。 

 

【
図
１
】
は
そ
の
返
還
文
書
の
一
件
で
あ
る
が
、
そ
の
表
紙
に
添
付
さ
れ
て
い
る
の

は
、
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
送
付
さ
れ
た
時
の
伝
票
の
一
部
で
あ
り
28

、
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
や

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
と
い
っ
た
機
関
の
名
称
が
見
え
る
。
返
還
文
書
に
は
こ
の
よ
う
な
伝
票

な
ど
が
そ
の
ま
ま
添
付
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
か
つ
て
彼
ら
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ

た
資
料
だ
と
い
う
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

現
在
、
ボ
ル
ダ
ー
校
ノ
ー
リ
ン
図
書
館
に
は
、
海
軍
日
本
語
学
校
及
び
そ
の
卒
業
生

や
日
系
人
教
師
た
ち
に
関
す
る
膨
大
な
資
料
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
百
以
上
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
目
録
は
、
同
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上

で
検
索
が
で
き
る
29

。
こ
こ
で
は
、
今
回
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
以
下
の
三
点
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
紹
介
す
る
。 

 

①
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｇ
・
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
（E

dw
ard G

. S
eidensticker, 

一
九

二
一
―
二
〇
〇
七
）
30 

 

海
軍
日
本
語
学
校
の
卒
業
生
か
ら
は
、
日
本
研
究
の
道
に
進
む
者
が
多
く
出
た
。
そ

の
代
表
的
な
人
物
が
、
川
端
康
成
の
作
品
な
ど
を
翻
訳
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
サ
イ
デ

ン
ス
テ
ッ
カ
ー
で
あ
る
。
一
九
四
三
年
に
同
校
を
卒
業
後
、
海
兵
隊
の
所
属
と
な
り
、

真
珠
湾
で
は
鹵
獲
さ
れ
た
軍
事
文
書
の
翻
訳
や
日
本
人
捕
虜
の
尋
問
に
あ
た
り
、
一
九

四
五
年
に
は
硫
黄
島
の
戦
闘
に
加
わ
っ
た
。
戦
後
、
国
務
省
外
交
局
に
勤
務
し
東
京
に

派
遣
さ
れ
た
が
、
一
九
五
〇
年
に
退
職
。
そ
の
後
、
東
京
大
学
に
入
学
し
て
日
本
文
学

の
研
究
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
31

。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
目
を
引
い
た
の
は
、 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

「
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
」
に
関
す
る
一
考
察 

七
〇 

東
京
大
学
在
学
中
の
一
九
五
一
年
六
月
か
ら
、
亡
く
な
る
前
年
の
二
〇
〇
六
年
七
月
ま

で
の
日
々
を
、
自
身
の
手
で
几
帳
面
に
書
い
た
日
記
の
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本

語
の
単
語
の
読
み
を
、
一
つ
一
つ
英
語
で
綴
っ
た
ノ
ー
ト
も
あ
り
、「
殷
賑
」
や
「
竹
篦
」

な
ど
、
日
本
人
に
と
っ
て
も
難
し
い
単
語
が
並
ん
で
い
る
。
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
に

関
す
る
資
料
は
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
ピ
ノ
ー
（R

oger P
ineau

）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
32

な
ど
、
そ

の
他
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
も
い
く
つ
か
含
ま
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
補
足
と
し
て
、
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
（D

onald K
eene, 

一
九
二
二
―
二
〇
一

九
）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
33

に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
と
同

様
、
日
本
文
学
研
究
者
と
し
て
名
高
い
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
も
ま
た
、
海
軍
日
本
語
学

校
の
卒
業
生
で
あ
る
。
キ
ー
ン
は
卒
業
後
、
海
軍
の
所
属
と
な
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に

配
属
さ
れ
た
。
真
珠
湾
で
は
軍
事
文
書
の
他
、
日
本
兵
の
日
記
の
翻
訳
を
行
い
、
一
九

四
五
年
に
は
沖
縄
に
上
陸
し
捕
虜
の
尋
問
に
あ
た
る
な
ど
し
た
。
除
隊
後
は
、
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学
に
戻
っ
て
日
本
文
学
研
究
を
続
け
た
34

。
日
本
へ
の
永
住
を
決
意
し
た
二
〇

一
一
年
に
は
、「
ア
ジ
歴
設
立
十
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
基
調
講
演
を
行
っ
て
お

り
、
ア
ジ
歴
と
縁
が
あ
る
人
物
で
あ
る
。
今
回
は
一
部
の
資
料
し
か
調
査
で
き
な
か
っ

た
が
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
目
録
に
よ
る
と
、
海
軍
日
本
語
学
校
の
卒
業
生
な
ど
と
の
手

紙
が
あ
り
、
や
り
と
り
し
た
相
手
に
は
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
の
他
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ

時
代
の
相
棒
で
あ
り
、
後
に
同
志
社
大
学
の
教
授
と
な
っ
た
オ
ー
テ
ィ
ス
・
ケ
ー
リ

（O
tis C

ary, 

一
九
二
一
―
二
〇
〇
六
）
の
名
前
も
見
え
る
。 

 

②
フ
ラ
ン
ク
・
Ａ
・
バ
ウ
マ
ン
（F

rank A
. B

aum
an, 

一
九
二
一
―
二
〇
一
五
）
35 

 

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
在
学
中
の
一
九
四
二
年
、
海
軍
日
本
語
学
校
に
入
学
し
た
バ 

ウ
マ
ン
は
、
卒
業
後
は
真
珠
湾
に
送
ら
れ
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
配
属
と
な
り
、
日
本
の

軍
事
文
書
の
翻
訳
を
行
っ
た
。
間
も
な
く
西
カ
ロ
リ
ン
諸
島
の
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
に
送
ら

れ
、
日
本
人
と
朝
鮮
半
島
出
身
者
の
捕
虜
の
尋
問
と
真
珠
湾
へ
の
移
送
に
あ
た
っ
た
。

戦
後
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｓ
（U

nited States Strategic B
om

bing S
urvey, 

米
国
戦
略
爆
撃

 図１ 国立公文書館所蔵「教育総監部状況説明資料」、返赤五二〇〇六〇〇〇（JACAR Ref. A03032192200）
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調
査
団
）
の
第
四
広
島
チ
ー
ム
に
配
属
さ
れ
、
一
九
四
五
年
一
一
月
か
ら
一
二
月
に
か

け
て
、
広
島
へ
の
原
子
爆
弾
投
下
に
よ
る
経
済
的
影
響
を
調
査
し
た
36

。
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
は
、
戦
略
爆
撃
調
査
の
概
要
報
告
書
の
他
、
広
島
で
の
調
査
の
様
子
が
写
さ
れ
た

写
真
の
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
が
あ
る
。
例
え
ば
、
広
島
の
工
場
な
ど
調
査
地
の
様
子
や
、

第
四
広
島
チ
ー
ム
に
配
属
さ
れ
た
三
人
の
仲
間
た
ち
と
日
本
人
通
訳
の
姿
な
ど
が
写
さ

れ
て
い
る
。
防
衛
省
防
衛
研
究
所
が
所
蔵
す
る
「
陸
軍
一
般
史
料
／
終
戦
処
理
」
の
資

料
群
に
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｓ
の
質
問
事
項
や
訪
問
記
録
な
ど
が
い
く
つ
か
含
ま
れ
て
お
り
、

ア
ジ
歴
公
開
資
料
と
の
関
連
が
深
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。 

 

③
ナ
ン
シ
ー
・
ピ
ア
ー
ス
・
ヘ
ル
ム
ボ
ル
ト
（N

ancy P
earce H

elm
bold, 

一
九
一

八
―
二
〇
〇
七
）
37 

 

海
軍
日
本
語
学
校
は
、
一
九
四
三
年
か
ら
女
性
の
入
学
も
許
可
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

テ
キ
サ
ス
大
学
で
ラ
テ
ン
語
を
専
攻
し
た
ヘ
ル
ム
ボ
ル
ト
は
、
卒
業
後
は
Ｆ
Ｂ
Ｉ
の
秘

書
と
し
て
勤
務
す
る
傍
ら
、
海
軍
日
本
語
学
校
で
日
本
語
を
学
ん
だ
。
戦
後
、
ア
メ
リ

カ
海
軍
は
太
平
洋
海
域
全
体
、
と
く
に
沖
縄
や
硫
黄
島
、
カ
ロ
リ
ン
諸
島
、
東
京
港
に

地
雷
が
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
日
本
語
の
海
洋
関
係
の
文
書
を
読
み
解
け

る
人
材
を
求
め
て
い
た
。
同
校
を
卒
業
し
た
ヘ
ル
ム
ボ
ル
ト
は
占
領
軍
で
働
く
よ
う
に

な
る
と
、
一
九
四
六
年
か
ら
一
九
五
〇
年
ま
で
東
京
に
滞
在
し
、
日
本
語
の
文
書
の
翻

訳
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
38

。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
ヘ
ル
ム
ボ
ル
ト
が
集
め
て
き
た

海
軍
日
本
語
学
校
時
代
の
写
真
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
女
性
た
ち
の
制
服
姿

や
着
物
姿
、
日
系
人
教
師
に
よ
る
授
業
風
景
、
ボ
ル
ダ
ー
の
教
会
で
の
結
婚
式
の
様
子

な
ど
が
写
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
女
性
た
ち
の
多
く
は
卒
業
後
、
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｓ
（W

om
en 

A
ccepted for V

olunteer E
m

ergency S
ervice, 

米
国
海
軍
婦
人
部
隊
）
に
所
属
し
た
が
、

そ
の
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、
一
九
九
三
年
に
開
か
れ
た
同
窓
会
の
写
真
も
あ
る
。
海

軍
日
本
語
学
校
に
お
け
る
学
生
生
活
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
群
で

あ
る
。 

四 

コ
ロ
ラ
ド
歴
史
博
物
館 

  

二
〇
一
二
年
に
開
館
し
た
コ
ロ
ラ
ド
歴
史
博
物
館
は
、
コ
ロ
ラ
ド
州
に
関
す
る
歴
史

資
料
の
管
理
と
公
開
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
を
対
象
と
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
日
本
関
係
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
日
系
ア
メ
リ
カ
人
を

収
容
し
て
い
た
グ
ラ
ナ
ダ
収
容
所
（
詳
し
く
は
後
述
）
内
を
再
現
し
た
展
示
施
設
を
設

け
て
い
る
。
館
内
に
は
、
ハ
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（H

art R
esearch L

ibrary

）

が
あ
り
、
各
種
資
料
の
検
索
・
閲
覧
が
で
き
る
。
博
物
館
の
所
蔵
資
料
は
、
コ
ロ
ラ
ド

州
と
関
係
の
あ
る
地
域
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
コ
ロ
ラ
ド
で
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ

シ
ュ
が
起
き
た
一
八
五
九
年
か
ら
一
九
〇
〇
年
頃
ま
で
の
時
期
が
中
心
で
あ
る
。
コ
ロ

ラ
ド
州
の
工
業
製
品
、
衣
料
品
及
び
地
図
な
ど
の
コ
ア
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、

ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
の
織
物
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
米
西
戦
争
に
従
軍
し
た
コ
ロ
ラ
ド
第
一
歩
兵

連
隊
に
関
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
コ
ロ
ラ
ド
州
の
歴
史
や
文
化
、
生
活
を
伝
え
る

豊
富
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
て
い
る
。
日
系
ア
メ
リ
カ
人
関
係
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

も
多
く
、
現
物
資
料
と
写
真
資
料
約
四
〇
〇
〇
点
、
手
稿
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
一
六
点
、
オ
ー

ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
七
五
点
、
そ
の
他
、
新
聞
お
よ
び
出
版
物
な
ど
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
コ
ロ
ラ
ド
州
内
に
あ
っ
た
グ
ラ
ナ
ダ
収
容
所
に
関
す
る
資
料
を

中
心
に
、
日
系
人
関
係
の
資
料
を
紹
介
す
る
。
戦
時
中
の
米
国
で
は
、
日
系
ア
メ
リ
カ

人
は
「
敵
国
人
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
同
様
に
当
初
は
、
朝
鮮
系
ア
メ
リ
カ
人
も
日

本
統
治
下
の
朝
鮮
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
た
め
敵
国
人
に
分
類
さ
れ
た
。
移
民
の
置
か
れ
た

状
況
は
、
母
国
の
状
態
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 
ア
マ
チ
収
容
所
（C

am
p 

A
m

ache

）
の
別
称
で
も
知
ら
れ
る
グ
ラ
ナ
ダ
収
容
所

（G
ranada R

elocation C
enter

）
は
、
一
九
四
二
年
八
月
に
開
所
し
、
多
い
と
き
に
は
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
な
ど
か
ら
移
住
し
て
き
た
七
五
〇
〇
人
以
上
の
日
系
人
を
収
容
し
た
。

周
囲
を
有
刺
鉄
線
で
囲
ま
れ
た
収
容
所
に
は
、
軍
警
察
が
警
備
す
る
六
つ
の
監
視
塔
が
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設
置
さ
れ
、
外
観
は
刑
務
所
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
内
部
に
は
、
病
院
、
商
店
、
食
堂
、

幼
稚
園
か
ら
高
等
学
校
ま
で
の
教
育
機
関
、
役
場
、
教
会
、
赤
十
字
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
キ

リ
ス
ト
教
青
年
会
）
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
た
39

。 

 

グ
ラ
ナ
ダ
収
容
所
に
関
し
て
は
、
ア
ジ
歴
公
開
資
料
の
な
か
に
関
連
資
料
「
12
．
グ

ラ
ナ
ダ
抑
留
所
視
察
報
告
」
40

が
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
日
米
間
の
国
交
が
断

絶
し
在
米
日
本
公
館
が
閉
鎖
さ
れ
た
た
め
、
代
わ
っ
て
ス
イ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
中

立
国
が
、日
本
の
利
益
代
表
国
と
し
て
、
米
国
内
の
日
本
人
居
留
民
の
保
護
な
ど
を
担
っ

た
。
各
地
の
日
系
人
収
容
所
に
つ
い
て
も
、
日
本
側
の
依
頼
で
ス
ペ
イ
ン
が
視
察
を
行
っ

て
お
り
、
グ
ラ
ナ
ダ
収
容
所
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
一
五
日
に
、
在
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ス
ペ
イ
ン
総
領
事
が
視
察
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
視
察
報

告
は
、
在
米
ス
ペ
イ
ン
大
使
か
ら
一
九
四
四
年
一
月
二
九
日
付
け
で
郵
送
さ
れ
、
同
報

告
の
内
容
は
、
同
年
三
月
二
三
日
発
の
電
信
で
須
磨
弥
吉
郎
（
在
ス
ペ
イ
ン
公
使
）
か

ら
日
本
の
外
務
省
へ
と
届
け
ら
れ
た
。
報
告
に
よ
れ
ば
、
視
察
時
の
被
収
容
者
総
数
は

六
八
一
九
人
、
視
察
時
ま
で
の
受
診
患
者
総
数
は
一
一
〇
〇
人
、
重
症
患
者
は
毎
月
約

六
〇
人
、
死
亡
者
は
毎
月
最
高
六
人
で
あ
っ
た
。
視
察
の
際
に
は
、
日
系
人
か
ら
以
下

の
四
つ
の
質
問
事
項
と
、
四
つ
の
要
求
事
項
が
出
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

質
問 

一
、
被
収
容
者
ノ
生
命
保
険
料
ノ
一
般
的
支
払
方
法
例
へ
ハ
「
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
」

ヲ
公
布
ス
ル
カ
如
ク
米
国
政
府
ハ
何
等
カ
ノ
手
段
ヲ
採
リ
ア
ル
ヤ 

二
、
第
三
次

交
換
41

ハ
何
時
実
施
セ
ラ
ル
ル
ヤ 

三
、
Ｗ
Ｒ
Ａ
42

収
容
所
ニ
於
テ
収
容
方
法
ノ

如
何
ナ
ル
限
度
迄
責
任
ア
ル
ヤ 

四
、「
ト
ウ
ー
ル
レ
ー
ク
」
暴
動
事
件
43

ノ
真
相 

要
求 

一
、
収
容
所
ニ
於
ケ
ル
生
活
現
情
及
供
給
セ
ラ
ル
ル
金
銭
及
衣
服
ヲ
以
テ
セ
ハ
被

収
容
者
ハ
貯
蓄
ノ
余
裕
無
ク
且
預
貯
金
急
速
ニ
払
底
シ
ツ
ツ
ア
リ
米
政
府
当
局
ニ

於
テ
救
済
方
希
望
ス 

二
、「
一
世
」
ノ
娯
楽
機
関
ニ
対
ス
ル
理
解
並
ニ
音
楽
芝
居

等
日
本
色
「
プ
ロ
グ
ム
」
ノ
増
加 

三
、
教
会
日
本
人
学
校
等
ニ
保
管
セ
ラ
レ
居

ル
被
収
容
者
所
有
物
ノ
充
分
ナ
ル
管
理
並
ニ
保
険
ニ
関
ス
ル
各
種
発
生
事
項
ノ
調

査
ヲ
希
望
ス 

四
、
前
記
事
件
ニ
ヨ
ル
損
害
ハ
賠
償
セ
ラ
ル
ル
ヤ
44 

  

ま
た
、
視
察
報
告
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
代
表
の
コ
メ
ン
ト
と
し
て
、
被
収
容
者
と
面
会

し
た
際
の
状
況
や
、
収
容
所
長
か
ら
受
け
た
収
容
所
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行
事
の
方

針
な
ど
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

 

当
局
ニ
依
リ
往
訪
視
察
ノ
凡
ユ
ル
便
宜
ヲ
供
与
セ
ラ
レ
自
由
ニ
被
収
容
者
ト
面
談

ス
ル
ヲ
得
タ
リ
要
求
事
項
二
ニ
関
シ
所
長
ト
談
合
タ
ル
処
被
収
容
者
ノ
大
部
分
ハ

米
国
ニ
在
留
ス
ル
ヲ
希
望
シ
居
レ
ル
ヲ
以
テ
本
問
題
ハ
拒
絶
シ
所
長
ト
シ
テ
ハ
米

国
的
教
養
ヲ
彼
等
ニ
与
フ
ル
ニ
関
心
ヲ
有
ス
ト
述
フ
思
ニ
本
収
容
所
ハ
「
Ｗ
Ｒ
Ａ

ポ
リ
シ
ー
」
ニ
従
ヒ
他
所
ニ
比
シ
最
モ
多
数
ノ
収
容
所
外
居
住
者
ヲ
有
シ
居
レ
リ

被
収
容
者
ノ
健
康
「
モ
ー
ラ
ル
」
良
好
ナ
リ 

  

グ
ラ
ナ
ダ
収
容
所
に
関
す
る
コ
ロ
ラ
ド
歴
史
博
物
館
の
資
料
は
、
（
Ａ
）
現
物
資
料
、

（
Ｂ
）写
真
資
料
、（
Ｃ
）
手
稿
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
に
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
Ａ
）
現
物
資
料
は
、
収
容
所
で
使
用
さ
れ
て
い
た
物
品
や
、
日
系
人
被
収
容
者
が
制

作
し
た
工
芸
品
な
ど
か
ら
な
る
。（
Ｂ
）
写
真
資
料
は
、
収
容
所
で
の
日
常
生
活
の
様
子

を
撮
影
し
た
も
の
で
、
す
べ
て
銀
塩
写
真
を
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。（
Ｃ
）
手
稿

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
コ
ロ
ラ
ド
州
知
事
を
務
め
た
ラ
ル

フ
・
ロ
ー
レ
ン
ス
・
カ
ー
の
旧
蔵
資
料
な
ど
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
よ
う
な

資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
各
資
料
の
末
尾
の
英
数
字
は
、
資
料
の
Ｉ
Ｄ
番
号

（O
bject ID

）
で
、
番
号
の
後
ろ
に
「
可
」
の
表
記
の
あ
る
資
料
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
カ



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

「
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
」
に
関
す
る
一
考
察 

七
三 

タ
ロ
グ
で
目
録
情
報
や
画
像
を
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
45

。 

 

（
Ａ
）
現
物
資
料 

（
一
）
収
容
所
バ
ラ
ッ
ク
の
床
に
使
用
さ
れ
て
い
た
煉
瓦
（
一
九
四
一
―
一
九
四
二

年
）
。2012.47.1

 

可 

（
二
）
収
容
所
で
使
用
さ
れ
て
い
た
青
い
陶
器
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
（
一
九
四
一
―
一
九

四
五
年
）
。
収
容
所
内
で
手
作
り
し
た
も
の
。IL

.2011.9.5
 

（
三
）
バ
ッ
ジ
（
一
九
四
二
―
一
九
四
三
年
）。
収
容
所
に
到
着
し
た
際
に
発
行
さ
れ

た
金
属
製
の
バ
ッ
ジ
。
被
収
容
者
の
フ
ル
ネ
ー
ム
と
五
桁
の
数
字
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。IL

.2011.4.7
 

（
四
）
給
水
塔
と
バ
ラ
ッ
ク
が
描
か
れ
た
木
製
の
装
飾
品
（
一
九
四
二
―
一
九
四
六

年
）。
収
容
所
を
描
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
収
容
所
の
廃
材
で
造
ら
れ
た
手
作

り
品
で
、
被
収
容
者
が
苦
難
に
耐
え
た
忍
耐
と
尊
厳
の
証
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
我
慢
の
芸
術
（A

rt of G
am

an

）
」
と
呼
ば
れ
る
。
同
種
の
作
品
は
、
二
〇
一

〇
年
三
月
か
ら
二
〇
一
一
年
六
月
ま
で
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
・
ア
メ
リ
カ
美
術
館

（S
m

ithsonian A
m

erican A
rt M

useum

）
で
開
催
さ
れ
た
「
我
慢
の
芸
術
―
日

系
ア
メ
リ
カ
人
収
容
所
の
工
芸
品
、
一
九
四
二
―
一
九
四
六
（T

he A
rt of 

G
am

an: A
rts and C

rafts from
 the Japanese A

m
erican Internm

ent C
am

ps, 

1942-1946

）
」
展
で
も
展
示
さ
れ
た
。
幼
少
期
に
収
容
さ
れ
た
被
収
容
者
が
、

二
〇
一
四
年
に
来
館
し
て
寄
贈
し
た
も
の
。2015.93.9

 

可 

（
五
）
木
製
の
飾
り
板
（
一
九
四
二
―
一
九
四
五
年
）。
木
の
上
に
い
る
リ
ス
の
姿
が

彫
ら
れ
た
長
方
形
の
木
片
。
寄
贈
者
の
祖
父
が
収
容
所
で
暮
ら
し
て
い
た
際
に
、

廃
材
を
用
い
て
制
作
し
た
も
の
。IL

.2011.8.1
 

（
六
）
白
い
磁
器
の
舟
形
ソ
ー
ス
入
れ
（
一
九
四
二
―
一
九
四
五
年
）。
メ
イ
ヤ
ー
チ
ャ

イ
ナ
カ
ン
パ
ニ
ー
（M

ayer C
hina C

om
pany

）
製
と
ホ
ー
ル
チ
ャ
イ
ナ
カ
ン
パ

ニ
ー
（H

all C
hina C

om
pany

）
製
が
あ
る
。
収
容
所
の
建
設
を
手
助
け
し
た
近

隣
の
建
築
業
者
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
収
容
所
で
使
用
さ
れ
て
い
た
雑
貨

の
払
い
下
げ
を
受
け
て
、所
有
し
て
い
た
も
の
。2018.4.1 

及
び 2018.4.2

 

と

も
に
可 

（
七
）
白
い
磁
器
の
マ
グ
カ
ッ
プ
（
一
九
四
四
―
一
九
四
五
年
）
。
ビ
ク
タ
ー
（V

ictor 

Insulators

）
製
。
上
記
ソ
ー
ス
入
れ
と
同
じ
経
緯
で
所
有
さ
れ
て
い
た
も
の
。

2018.4.3
 

可 

（
八
）
収
容
所
で
使
用
さ
れ
て
い
た
木
製
椅
子
。
学
習
机
の
一
部
。96.83.1

 

可 

（
Ｂ
）
写
真
資
料 

（
一
）
被
収
容
者
に
よ
る
開
墾
予
定
地
（
一
九
四
二
年
八
月
二
七
日
撮
影
）。
ア
ー
カ

ン
ソ
ー
川
の
豊
か
な
谷
に
位
置
す
る
こ
の
地
域
で
、
野
菜
な
ど
の
農
産
物
が
栽

培
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。88.312.14

 

可 

（
二
）
バ
ラ
ッ
ク
建
設
時
の
様
子
（
一
九
四
二
年
八
月
二
八
日
撮
影
）。
労
働
者
が
バ

ラ
ッ
ク
用
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
土
台
を
並
べ
て
い
る
。88.312.17

 

可 

（
三)

洗
濯
物（
一
九
四
二
年
一
二
月
九
日
撮
影
）
。
多
く
の
バ
ラ
ッ
ク
の
背
後
に
は
、

即
席
の
物
干
し
台
が
作
ら
れ
た
。88.312.15

 

可 

（
四
）
蒸
気
シ
ョ
ベ
ル
に
乗
る
労
働
者
（
一
九
四
二
年
一
二
月
九
日
撮
影
）。
七
五
〇

〇
人
の
被
収
容
者
の
中
に
は
、
蒸
気
動
力
の
掘
削
機
を
操
作
し
た
経
験
の
あ
る

者
は
い
な
か
っ
た
が
、
志
願
者
は
多
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

二
人
が
、
蒸
気
シ
ョ
ベ
ル
を
動
か
す
技
術
を
学
ぶ
た
め
、
給
油
係
と
し
て
働
い

て
い
る
。88.312.16

 

可 

（
五
）
三
人
の
高
校
生
と
子
牛（
一
九
四
二
年
一
二
月
一
一
日
撮
影
）。
学
生
た
ち
は
、

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
牛
の
世
話
を
し
て
、
農
場
実
習
の
単
位
を
取
得
し
た
。

88.312.12
 

可 

（
六
）
幼
稚
園
の
先
生
か
ら
牛
乳
と
ク
ラ
ッ
カ
ー
を
も
ら
う
園
児
た
ち
（
一
九
四
二



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

「
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
」
に
関
す
る
一
考
察 

七
四 

年
一
二
月
一
一
日
撮
影
）
。88.312.1

 

可 
（
七
）
日
曜
日
の
午
後
に
バ
ラ
ッ
ク
の
部
屋
で
く
つ
ろ
ぐ
少
女
た
ち
（
一
九
四
二
年

一
二
月
一
三
日
撮
影
）。
家
具
、
本
棚
、
植
木
鉢
、
マ
ッ
ト
な
ど
は
、
す
べ
て
彼

女
た
ち
が
廃
材
を
用
い
て
手
作
り
し
た
。88.312.3 

可 

（
八
）
収
容
所
で
の
会
議
に
出
席
し
た
一
三
人
の
デ
ン
バ
ー
代
表
（
一
九
四
四
年
四

月
一
日
撮
影
）。
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ（
キ
リ
ス
ト
教
女
子
青
年
会
）
の
ボ
ッ
ク
ス
の
資
料
。

87.516.34
 

可 

（
九
）
収
容
所
を
訪
問
し
た
デ
ン
バ
ー
在
住
の
四
人
の
少
女
と
女
子
被
収
容
者
（
一

九
四
四
年
四
月
一
日
撮
影
）。
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
ボ
ッ
ク
ス
の
資
料
。87.516.35

 

可 

（
Ｃ
）
手
稿
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど 

（
一
）
ラ
ル
フ
・
ロ
ー
レ
ン
ス
・
カ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（R

alph L
aw

rence C
arr 

C
ollection

）
。
一
九
三
九
年
か
ら
一
九
四
三
年
に
コ
ロ
ラ
ド
州
知
事
を
務
め
た

カ
ー
（
一
八
八
七
―
一
九
五
〇
）
の
旧
蔵
資
料
。
音
声
記
録
、
切
り
抜
き
、
書

簡
、
地
図
、
レ
ポ
ー
ト
、
ス
ピ
ー
チ
原
稿
な
ど
。
カ
ー
は
、
日
系
人
の
強
制
収

容
に
反
対
し
、
人
種
的
な
寛
容
さ
と
法
律
的
権
利
の
擁
護
を
力
説
し
た
。
強
制

収
容
に
反
対
し
た
こ
と
が
影
響
し
、
一
九
四
二
年
の
上
院
議
員
選
挙
で
落
選
し

た
。
今
日
、
原
理
原
則
に
基
づ
い
た
収
容
所
へ
の
反
対
姿
勢
は
、
尊
敬
を
集
め

て
い
る
。M

SS.1208
 

可 

（
二
）
ア
マ
チ
日
系
人
収
容
所
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（A

m
ache Japanese R

elocation 

C
enter C

ollection

）
。
収
容
所
関
係
の
切
り
抜
き
、
新
聞
、
レ
ポ
ー
ト
な
ど
。

M
S

S
.1269 

可 

（
三
）
収
容
所
で
発
行
さ
れ
た
新
聞
（
一
九
四
二
―
一
九
四
五
年
）
。
新
聞
「G

ranada 

B
ulletin

［
継
続
前
誌
］/

 G
ranada P

ioneer

［
継
続
後
誌
］
」
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
で
閲
覧
可
能
。O

E
H

.2236
 

 

 

コ
ロ
ラ
ド
歴
史
博
物
館
に
は
、
収
容
所
関
係
以
外
に
も
多
数
の
日
系
人
関
係
の
資
料

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。（
Ａ
）
現
物
資
料
に
は
、
様
々
な
経
緯
を
経
て
寄
贈
さ
れ
た
武
器

や
衣
服
な
ど
が
あ
る
。（
Ｂ
）
写
真
資
料
の
中
に
は
、
二
〇
世
紀
初
期
に
撮
影
さ
れ
た
乾

板
（
原
板
）
の
資
料
が
含
ま
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
資
料
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。 

 

（
Ａ
）
現
物
資
料 

（
一
）
日
本
刀
。
寄
贈
者
の
高
祖
母
が
、
一
八
九
九
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
帰
国
す

る
際
に
日
本
に
寄
り
、
購
入
し
た
も
の
。H

.4829.1
 

可 

（
二
）
日
本
軍
の
九
九
式
軽
機
関
銃
。
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン

列
島
西
部
に
あ
る
キ
ス
カ
島
に
お
い
て
鹵
獲
さ
れ
た
も
の
。
小
倉
で
製
造
。

91.88.1
 

可 

（
三
）
日
系
人
の
ド
レ
ス
。
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
六
〇
年
代
前
半
に
、
足

踏
み
ミ
シ
ン
で
制
作
さ
れ
た
も
の
。
白
い
水
玉
模
様
の
入
っ
た
黒
い
ド
レ
ス
で
、

黒
い
レ
ー
ス
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
首
と
袖
の
部
分
に
は
白
い
レ
ー
ス
の
装
飾
が

施
さ
れ
て
い
る
。
一
八
九
二
年
に
日
本
で
生
ま
れ
、
一
九
一
四
年
に
米
国
に
移

民
し
た
日
系
人
女
性
が
作
り
、
ド
レ
ス
を
受
け
継
い
だ
彼
女
の
娘
が
博
物
館
に

寄
贈
し
た
も
の
。2012.75.1

 

可 

（
Ｂ
）
写
真
資
料 

（
一
）
正
装
を
し
た
日
系
人
家
族
（
一
九
〇
九
年
撮
影
）。
ス
ー
ツ
に
ト
ッ
プ
ハ
ッ
ト

の
男
性
、
ス
カ
ー
ト
に
ブ
ラ
ウ
ス
の
女
性
、
ハ
イ
チ
ェ
ア
に
座
っ
た
幼
児
が
写
っ

て
い
る
。
コ
ロ
ラ
ド
州
南
東
部
の
町
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
郊
外
に
一
八
八
九
年
か
ら

二
〇
〇
〇
年
ま
で
あ
っ
た
オ
ー
ル
ト
マ
ン
写
真
館
（A

ultm
an Studio

）
旧
蔵
。

乾
板
（
原
板
）。2001.41.790 

可 

（
二
）
墓
石
の
周
り
に
集
ま
る
人
々
（
一
九
一
三
年
撮
影
）。
ダ
ー
ク
ス
ー
ツ
を
着
た



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
52
号 

「
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
」
に
関
す
る
一
考
察 

七
五 

日
系
人
男
性
六
人
と
、
ブ
ラ
ウ
ス
と
ス
カ
ー
ト
を
着
た
日
系
人
女
性
一
人
の
集

合
写
真
。
前
述
の
オ
ー
ル
ト
マ
ン
写
真
館
旧
蔵
。
ガ
ラ
ス
原
板
。2001

.41
.744

 
可 

（
三
）
ラ
ス
ア
ニ
マ
ス
旭
野
球
団
（
一
九
二
八
年
八
月
一
二
日
撮
影
）。
ラ
ス
ア
ニ
マ

ス
（L

as A
nim

as

）
は
、
コ
ロ
ラ
ド
州
南
東
部
の
地
名
。
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
た

九
人
の
日
系
人
が
、
バ
ッ
ト
、
グ
ロ
ー
ブ
、
ボ
ー
ル
な
ど
と
と
も
に
写
っ
て
い

る
。
銀
塩
プ
リ
ン
ト
、
乾
板
（
原
板
）。92.461.5

 

可 

（
四
）
着
物
を
着
た
日
系
人
女
性
た
ち
（
一
九
三
九
年
四
月
二
八
日
撮
影
）
。デ
ン
バ
ー

ポ
ス
ト
・
ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
銀
塩
プ
リ
ン
ト
。86.296.10130

 

可 

（
五
）
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
の
参
加
者
（
一
九
四
六
年
六
月
一
四
日
撮
影
）。
Ｙ
Ｗ
Ｃ

Ａ
会
館
で
開
催
さ
れ
た
年
に
一
度
の
セ
ミ
フ
ォ
ー
マ
ル
な
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

で
の
休
憩
時
間
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
。
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
は
、
デ
ン
バ
ー
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
日
系
人
の
若
者
向
け
の
娯
楽
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
、
週
に
一
回
開
催
さ
れ
て
い
た
。
写
真
に
写
る
軍
人
た
ち
は
、

全
員
、
海
外
の
戦
場
か
ら
の
帰
還
兵
で
あ
る
。
銀
塩
プ
リ
ン
ト
。87.516.118 

可 

  

お
わ
り
に 

  

今
回
の
調
査
で
は
、
多
数
の
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
ら
の
多
く
は
、
近
年
に
な
っ
て
公
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
関
係
者
の
転

属
に
よ
っ
て
資
料
の
所
蔵
機
関
が
移
り
変
わ
っ
た
り
、
個
人
所
蔵
の
資
料
を
公
的
機
関

が
収
集
し
た
り
す
る
な
ど
、
資
料
の
所
蔵
や
収
集
の
経
緯
は
、
個
々
の
資
料
に
よ
っ
て

様
々
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
米
国
国
立
公
文
書
記
録
管
理
院
デ
ン
バ
ー
地
域
資
料
館
の

電
離
層
観
測
の
資
料
は
、
米
軍
に
よ
り
接
収
も
し
く
は
作
成
さ
れ
た
の
ち
、
国
立
標
準

局
を
経
由
し
て
、
米
国
海
洋
大
気
局
か
ら
米
国
国
立
公
文
書
記
録
管
理
院
に
移
管
さ
れ

た
。
ま
た
、
コ
ロ
ラ
ド
大
学
ボ
ル
ダ
ー
校
ノ
ー
リ
ン
図
書
館
の
米
国
海
軍
日
本
語
学
校

の
資
料
は
、
学
校
自
体
が
所
蔵
し
て
い
た
資
料
だ
け
で
な
く
、
卒
業
生
か
ら
写
真
、
手

紙
な
ど
を
積
極
的
に
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
コ
ロ
ラ
ド
歴
史
博
物
館
の
グ
ラ
ナ
ダ
収

容
所
関
連
の
資
料
に
は
、
来
館
し
た
元
被
収
容
者
や
そ
の
遺
族
ら
が
寄
贈
し
た
工
芸
品

や
食
器
な
ど
の
現
物
資
料
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
こ
数
年
の
間
に
寄
贈
さ
れ
た
も

の
も
あ
る
。
こ
う
し
た
多
様
な
移
管
も
し
く
は
収
集
の
経
路
を
通
じ
て
、
個
人
資
料
を

含
む
多
彩
な
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
ア
ジ
歴
公
開
資
料
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い

当
時
の
具
体
的
な
状
況
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
ジ
歴
資
料
を
補
完
す
る
重
要

な
資
料
群
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
に
関
す
る
今
後
の
調
査
で
は
、
こ

う
し
た
個
人
資
料
な
ど
を
含
む
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
資
料
の
存
在
を
念
頭
に
、
広

い
視
野
を
持
っ
て
資
料
調
査
を
行
う
こ
と
が
有
益
だ
と
思
わ
れ
る
。 
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「
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
整
備
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
」
一
九
九
九
年
一
一
月
三
〇
日
、
閣
議
決

定
。 
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』
第
52
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ア
ジ
ア
歴
史
資
料
」
に
関
す
る
一
考
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七
六 

2 

各
報
告
は
、
ア
ジ
歴
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て
い
る
。https://w

w
w

.jacar.go. 

jp/reports/index.htm
l 

3 

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
「
ア
ジ
歴
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー 

第
二
九
号
」
、
二
〇
一
九
年
六

月
二
八
日
、https://w

w
w

.jacar.go.jp/new
sletter/new

sletter_029j/new
sletter_029j.htm

l 

4 
N

A
R

A
. "N

A
T

IO
N

A
L

 A
R

C
H

IV
E

S C
A

TA
L

O
G

" , https://catalog.archives.gov/ 

5 
S

eries: C
entral F

iles, 1942-1945, N
ational A

rchives Identifier: 1126376, Inventory 

E
ntry N

um
ber: E

ntry 26
9
 

6 
S

eries: G
eneral Subject F

iles P
ertaining to R

adio P
ropagation , 1941-1945, N

ational 

A
rchives Identifier: 1286014, A

ccession N
um

ber: N
R

G
-370-07-004

 

7 

日
本
占
領
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
、
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
日
本
占

領
関
係
資
料 

所
蔵
機
関
別
索
引
」
、https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/entry/senryo- 

shozo-kikan.php#N
A

R
A

（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
一
日
閲
覧
）
を
参
照
。 

8 

例
え
ば
、
下
記
の
文
献
を
参
照
。
郵
政
省
電
波
研
究
所
編
『
電
波
研
究
所
沿
革
史
』
郵
政
省

電
波
研
究
所
、
一
九
六
一
年
。
電
波
研
究
所
二
十
年
史
編
集
委
員
会
編
『
電
波
研
究
所
二
十

年
史
』
郵
政
省
電
波
研
究
所
、
一
九
七
五
年
。
永
野
宏
、
佐
納
康
治
「
日
本
の
地
球
電
磁
気

学
の
歴
史
」
地
球
電
磁
気
・
地
球
惑
星
圏
学
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、http://w

w
w

.sgepss. 

org/sgepss/history/20180711_C
hap7.pdf

（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
一
日
閲
覧
）。 

9 

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
電
波
物
理
研
究
所
官
制
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
十
七
年
・
勅
令
第
三

七
四
号
」
、
御
二
六
二
四
三
一
〇
〇
（JA

C
A

R
 R

ef. A
03022727400

、「
御
署
名
原
本
・
昭

和
十
七
年
・
勅
令
第
三
七
四
号
・
電
波
物
理
研
究
所
官
制
」
）。 

10 

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
電
波
物
理
研
究
所
官
制
中
ヲ
改
正
ス
」
、
類
〇
二
六
八
七
一
〇
〇
―

〇
〇
四
（JA

C
A

R
 R

ef. A
14101087400

）
一
一
―
一
二
画
像
目
。 

11 

戦
後
日
本
で
の
占
領
軍
の
科
学
政
策
に
つ
い
て
は
、
廣
重
轍
『
科
学
の
社
会
史
（
下
）
』
岩

波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、
六
〇
頁
な
ど
を
参
照
。
戦
後
の
電
離
層
観
測
に
つ
い
て
は
、
前
掲

注
八
の
文
献
に
詳
し
い
。
日
本
の
戦
時
研
究
に
つ
い
て
の
米
軍
の
評
価
は
、
下
記
資
料
を
参

照
。General 

H
eadquarters, 

U
.S

. 
A

rm
y 

Forces, 
Pacific, 

S
cientific 

and 
Technical 

A
dvisory Section, R

eport on scientific intelligence survey in Japan, Septem
ber and 

O
ctober 1945, V

ol. I, 1945. 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
閲
覧
可
能
。 

12 
G

eneral H
eadquarters, U

.S
. A

rm
y Forces, Pacific, O

ffice of the C
hief S

ignal O
fficer, 

R
eport on Japanese R

esearch on R
adio W

ave P
ropagation, 1946. 

13 
B

ailey, D
. K

., “T
he G

eom
agnetic N

ature of the F2-layer L
ongitude- E

ffect”, Terr. 

M
ag. A

tm
os. E

lec., V
ol.53, pp.35-39, 1948. 

14 

一
九
四
五
年
一
〇
月
一
〇
日
付
け
で
総
司
令
部
か
ら
日
本
政
府
へ
、
電
離
層
観
測
お
よ
び
研

究
の
継
続
に
関
す
る
覚
書
が
出
た
。
な
お
、
本
資
料
で
は
日
付
が
「10 O

ct 44

」
と
誤
記
さ

れ
て
い
る
。 

15 

「
南
方
軍
通
信
隊
戦
史
資
料 

昭
21
．
8
」
（JA

C
A

R
 R

ef. C
14060126900

）。 

16 

「
第
11
章 

南
方
軍
通
信
隊
の
行
動 

其
の
６
」
（JA

C
A

R
 R

ef. C
14060128100

）
一
二

画
像
目
。 

17 

永
野
宏
、
佐
納
康
治
「
日
本
の
地
球
電
磁
気
学
の
歴
史
」
（
前
掲
注
8
）。 

18 

「
昭
和
20
年
11
月
30
日 

軍
務
課 

新
妻
中
佐
等
出
頭
要
求
の
件
」
（JA

C
A

R
 

R
ef. 

C
15010259900

）。 

19 
https://catalog.denverlibrary.org/ 

20 
B

ill H
osokaw

a papers, 1860-2012, C
all N

um
ber: C

 M
S

S
 W

H
1085

 

21 
D

aisy O
sum

i diaries, 1941-1943, C
all N

um
ber: C

 M
S

S
 -M

2070 

22 

海
軍
日
本
語
学
校
や
、
そ
れ
と
日
本
語
の
資
料
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
和
田
敦
彦
に
よ
る
研

究
成
果
が
あ
る
。
和
田
敦
彦
『
書
物
の
日
米
関
係 

リ
テ
ラ
シ
ー
史
に
向
け
て
』
新
曜
社
、

二
〇
〇
七
年
、
同
『
越
境
す
る
書
物 

変
容
す
る
読
書
環
境
の
な
か
で
』
新
曜
社
、
二
〇
一

一
年
、
さ
ら
に
和
田
敦
彦
に
よ
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
コ
ロ
ラ
ド
大
学
図
書
館 

米
海
軍
日
本

語
学
校
ア
ー
カ
イ
ヴ
ァ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」http://w

w
w

.f.w
aseda.jp/a-w

ada/jbcp/ 

colorado/index.htm
l

（
二
〇
一
九
年
九
月
二
七
日
閲
覧
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

23 

以
上
、
海
軍
日
本
語
学
校
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、
和
田
敦
彦
『
書
物
の
日
米
関
係 

リ
テ
ラ

シ
ー
史
に
向
け
て
』（
前
掲
注
22
）
、
一
〇
二
―
一
一
〇
頁
を
参
照
。 

24 

和
田
敦
彦
『
書
物
の
日
米
関
係 

リ
テ
ラ
シ
ー
史
に
向
け
て
』
（
前
掲
注
22
）
、
一
二
四
―

一
二
六
頁
。 

25 

「
［
解
説
］
米
議
会
図
書
館
（
Ｌ
Ｃ
）
所
蔵
の
旧
陸
海
軍
資
料
に
つ
い
て
」
田
中
宏
巳
編
『
米

議
会
図
書
館
所
蔵 

占
領
接
収
旧
陸
海
軍
資
料
総
目
録
』
東
洋
書
林
、
一
九
九
五
年
、
ⅹ
頁
。 

26 

和
田
敦
彦
『
書
物
の
日
米
関
係 

リ
テ
ラ
シ
ー
史
に
向
け
て
』
（
前
掲
注
22
）
、
一
九
五
―

一
九
八
頁
。 

27 

国
立
公
文
書
館
へ
の
接
収
資
料
の
移
管
の
経
緯
は
、「
被
接
収
公
文
書
の
返
還
」
『
北
の
丸
』

第
二
号
、
一
九
七
四
年
を
参
照
。 

28 
「
［
解
説
］
米
議
会
図
書
館
（
Ｌ
Ｃ
）
所
蔵
の
旧
陸
海
軍
資
料
に
つ
い
て
」
（
前
掲
注
25
）
、

ⅹ
―
ⅹ
ⅰ
頁
。 

29 
https://archives.colorado.edu/ 

30 
E

dw
ard G

. Seidensticker P
apers, Identifier: C

O
U

:1440 
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に
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31 

サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｇ
・
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー

『
流
れ
ゆ
く
日
々 

サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
自
伝
』
時
事
通
信
社
、
二
〇
〇
四
年
を
参
照
。 

32 
R

oger P
ineau P

apers, Identifier: C
O

U
:1282

 

33 
D

onald K
eene C

ollection, Identifier: C
O

U
:916

 

34 

キ
ー
ン
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
『
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
自
伝
』
角
地
幸

男
訳
、
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
一
年
を
参
照
。 

35 
F

rank A
. B

aum
an P

apers, Identifier: C
O

U
:110

 

36 

海
軍
日
本
語
学
校
／
東
洋
言
語
学
校
ア
ー
カ
イ
ヴ
ァ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
報
告
で
あ

る
「Interpreters

」https://lib-ebook.colorado.edu/sca/archives/interpreters.htm

（
二
〇

一
九
年
九
月
二
七
日
閲
覧
）
に
は
、
卒
業
生
や
教
師
た
ち
に
関
す
る
詳
し
い
情
報
が
あ
る
。

バ
ウ
マ
ン
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、「Interpreters

」N
um

ber 242, 2018

及
び
、
ノ
ー
リ
ン
図

書
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
目
録
情
報
「F

rank 
A

. 
B

aum
an 

P
apers

」https://archives. 

colorado.edu/repositories/2/resources/469
（
二
〇
一
九
年
九
月
二
七
日
閲
覧
）
を
参
照
。 

37 
N

ancy P
earce H

elm
bold papers, Identifier: C

O
U

:768 

38 

ヘ
ル
ム
ボ
ル
ト
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、「Interpreters
」N

um
ber 154, 2010

を
参
照
。 

39 
J. B

urton, M
. Farrell, F. L

ord, and R
. L

ord, C
onfinem

ent and E
thnicity: A

n O
verview

 

of W
orld W

ar II Japanese A
m

erican R
elocation Sites, U

niversity of W
ashington Press, 

2002. "C
hapter 5 G

ranada R
elocation C

enter"

（N
ational P

ark S
ervice, https://w

w
w

.nps. 

gov/parkhistory/online_books/anthropology74/ce5.htm
)

（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
一
日

閲
覧
） 

40 

「
12
．
グ
ラ
ナ
ダ
抑
留
所
視
察
報
告
」
（JA

C
A

R
 R

ef. B
02032521700

）。 

41 

日
米
間
の
抑
留
者
交
換
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
第
一
次
日
米
交
換
船
は
一
九
四
二
年
六
月
か

ら
八
月
に
、
第
二
次
日
米
交
換
船
は
一
九
四
三
年
九
月
か
ら
一
一
月
に
、
運
航
さ
れ
た
。
第

三
次
日
米
交
換
船
は
計
画
だ
け
で
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。 

42 

戦
時
転
住
局
（W

ar R
elocation A

uthority

）
の
略
称
。 

43 

米
国
に
忠
誠
を
誓
う
こ
と
を
拒
否
し
た
被
収
容
者
が
集
め
ら
れ
た
ツ
ー
ル
レ
ー
ク
（T

ule 

L
ake

）
収
容
所
で
は
、
被
収
容
者
と
管
理
関
係
者
と
の
間
で
衝
突
が
頻
発
し
た
。 

44 

「
12
．
グ
ラ
ナ
ダ
抑
留
所
視
察
報
告
」（JA

C
A

R
 R

ef. B
02032521700

）
二
―
三
画
像
目
。 

45 

詳
細
検
索
で
は
、
Ｉ
Ｄ
番
号
で
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。http://5008.sydneyplus.com

/ 

H
istoryC

olorado_A
rgusN

et_F
inal/P

ortal/portal.aspx? 

（
二
〇
一
九
年
一
一
月
一
日
閲

覧
）。 

 

水
沢 

光
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
研
究
員
） 

松
浦
晶
子
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
研
究
員
） 
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